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令
和
６
年
度
の
教
育
行
政
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
「
強
く
生
き

抜
く
力
の
育
成
―
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
―
」
を
掲
げ
、
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
度
・

５
年
度
の
２
か
年
で
「
釜
石
市
防
災

教
育
の
手
引
き
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
手
引
き
は
、
地
震
・
津
波
、
土

砂
災
害
、
洪
水
に
関
わ
る
防
災
に
つ

い
て
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち
に
指
導

す
る
た
め
の
手
引
き
で
す
。
市
内
全

小
中
学
校
に
お
い
て
、
こ
の
手
引
き

を
活
用
し
た
防
災
の
授
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

◆

　

当
市
の
課
題
の
一
つ
が
、「
学
力
」

の
向
上
で
す
。
令
和
５
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
や
「
岩
手
県
学
習
状
況
調
査
」

の
当
市
の
結
果
を
見
ま
す
と
、
全
国

や
県
の
平
均
正
答
率
を
下
回
っ
て
い

ま
す
。
知
識
・
理
解
の
定
着
を
図
る

と
と
も
に
、
一
人
一
人
が
習
熟
に

応
じ
た
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
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も
っ
と
考
え
さ
せ
試
行
錯
誤
さ
せ
る

授
業
な
ど
、
一
層
の
授
業
改
善
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
生

徒
の
学
び
を
広
げ
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
学
習
の
取
り
組
み
に
も
計
画

の
立
案
な
ど
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

家
庭
学
習
時
間
の
確
保
な
ど
、
家
庭

の
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
る

た
め
に
、
中
学
生
へ
の
放
課
後
学
習

の
実
施
や
、
英
語
検
定
試
験
３
級
以

上
を
受
検
す
る
際
の
検
定
料
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆

　

学
力
の
向
上
と
と
も
に
、
不
登
校

対
策
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
家
庭
へ
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

不
登
校
対
応
の
支
援
指
導
員
の
配
置

や
、
学
校
以
外
の
学
び
の
場
と
し
て
、

釜
石
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
若
葉

教
室
」
を
活
用
し
、
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
、
家
庭
、
関
係
機
関
が
連
携

し
な
が
ら
、
不
登
校
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆

　

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
つ
き

ま
し
て
は
、
学
校
規
模
適
正
化
・
適

正
配
置
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

施
設
整
備
で
は
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
令
和
７

年
度
の
洋
式
化
に
向
け
て
実
施
設
計

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
特
別
教
室
へ

の
設
置
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
学

校
施
設
の
維
持
管
理
と
環
境
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
予

算
を
勘
案
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
教
育
行
政
の
推
進

に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆

様
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
教
育
行
政
方
針
演
述
の
全
文
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

   
   

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度 

教
育
行
政
の
推
進

教
育
行
政
の
推
進

 

〜
教
育
行
政
方
針
演
述
か
ら
〜

〜
教
育
行
政
方
針
演
述
か
ら
〜

「
第
三
次
釜
石
市
教
育
大
綱
」
を
定

め
ま
し
た

　
「
教
育
大
綱
」
は
、
市
長
が
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
当
市
の
教
育
、
学

術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
総
合

的
な
大
綱
を
定
め
、
市
長
と
教
育
委

員
会
が
連
携
し
な
が
ら
教
育
施
策
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

基
本
理
念

    

志
と
豊
か
な
心
を
持
っ
て

    

未
来
を
拓
く
力
を
育
む
人
づ
く
り

     

〜
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

　
　    

　
　
釜
石
の
人
づ
く
り
〜

　

大
綱
の
期
間
は
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
令
和
10
年
３
月
ま
で
の
４
年
間

と
し
ま
す
。

施
策
の
基
本
方
針

・
確
か
な
学
力
の
育
成

・
豊
か
な
心
の
育
成

・
健
や
か
な
体
の
育
成

・
学
校
経
営
の
充
実

・
志
を
育
む
教
育
の
充
実

・
共
に
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

・
い
の
ち
の
教
育
の
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

・
国
際
理
解
教
育
の
推
進

・
児
童
生
徒
支
援
の
充
実

・
幼
児
教
育
の
充
実

・
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
の
醸
成

・
学
校
と
地
域
と
の
連
携
・
協
働
の
推
進

・
学
校
施
設
・
設
備
の
充
実

・
学
校
規
模
適
正
化
の
推
進

  

※
教
育
大
綱
の
全
文

は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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当
市
の
児
童
生
徒
数
は
、
減
少
が
続
く

と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
令
和
5
年
度
と
令

和
11
年
度
を
比
較
す
る
と
、
小
学
生
は

29
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
、
中
学
生
は

6
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
に
な
る
見
込

み
で
す
。
さ
ら
に
、
令
和
17
年
度
に
は
、

中
学
生
は
37
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
小
規
模
校
化
が
進
む

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

  釜石市立小・中学校における  釜石市立小・中学校における
  学校規模の適正化・適正配置基本方針を策定しました  学校規模の適正化・適正配置基本方針を策定しました

～ 「志と豊かな心を持って～ 「志と豊かな心を持って  未来を拓く力を育む人づくり」を目指して ～未来を拓く力を育む人づくり」を目指して ～

２月に基本方針（案）地域説明会を中学校区５カ所で開催しました

　

小
規
模
の
学
校
は
、
一
人
一
人
の
児
童

生
徒
に
目
が
行
き
届
く
こ
と
や
、
活
動
の

機
会
が
多
い
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
小
規
模
校
化
が
進

む
と
、
多
様
な
学
習
活
動
や
集
団
活
動
、

学
校
運
営
上
に
支
障
が
出
る
な
ど
、
教
育

環
境
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
生
じ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

児
童
生
徒
が
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
、
社

会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

特
に
中
学
校
で
の
学
習
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
は
、
専
門
教
科
の
免
許
を
有
す
る
教

員
の
配
置
が
望
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
は
、
一
定
の
学
校
規
模
は
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
、
学
校
規
模
の
適
正
化
・

適
正
配
置
を
推
進
し
ま
す
。

①
全
市
的
な
観
点
か
ら
学
校
統
合
を
検
討

し
ま
す
。

②
小
中
一
貫
教
育
（
小
中
一
貫
校
及
び
義

務
教
育
学
校
）
の
導
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

・
基
本
方
針
を
具
現
化
す
る
た
め
、
釜
石

市
学
校
規
模
適
正
化
・
適
正
配
置
推
進

計
画
（
仮
称
）
を
策
定
し
ま
す
。

・
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
計

画
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
懇
談
を
行
い
な

が
ら
、
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
て
い
き

ま
す
。

※
基
本
方
針
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　全国的に少子化が進行する中、当市においても児童生徒数が減少し、今後、さらに小・中
学校の小規模校化が進むことが予測されています。
　市教育委員会は、これからますます変化の激しくなる社会において、子どもたちの「強く
生き抜く力」を育成するために、学校規模の面から、将来に向けた望ましい教育環境の整備
を図る上での基本的な考え方を示す基本方針を令和６年３月に策定しました。

問い合わせ 教育委員会事務局 学校規模適正化推進室　TEL 27－8496

釜
石
市
の
児
童
生
徒
数
の
現
状

学
校
規
模
の
適
正
化
・

　
　
　
　
　   

適
正
配
置
の
必
要
性

望
ま
し
い
学
校
規
模
を

　
　   

　
確
保
す
る
た
め
の
手
法

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
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※詳しい集計結果は、市のホームページをご覧ください
※四捨五入の関係で割合が 100% にならない場合があります

■ 基本方針とその方策
基本方針 適正化・適正配置の方策

１

望ましい教育環境の整備
　児童生徒にとって望ましい教育環境
の整備を図ることを目的に行います。

●�当面は、現在の５中学校区内から学校がなくなることのないように配慮
する必要があると考え、小学校を１校は存続することを基本とします。
●�中学校において全ての教科で専門免許を有する教員を確保するために
は、９学級以上が必要となり、市内全ての中学校を一つに統合する必要
があります。しかし、学区が広範囲になるなどの課題が生じることから、
複数校の設置が必要であると考えます。
●校舎は、既存の校舎を活用することを基本とします。

２

学校規模の考え方
　学校規模の標準は、小・中学校とも
12 学級から 18 学級とされています
が、当市の実情に応じて適正化・適正
配置を行います。
　複式学級の措置は、可能な限り行わ
ないこととします。

【小学校】　６学級以上（各学年１学級以上）を基準とします。
【中学校】　９学級以上（各学年３学級以上）が望ましいと考えますが、学

区が広範囲になるなどの課題があることから、８学級以下と
なってもやむを得ないものとします。この場合、小中一貫教育
の導入についても検討します。

【１学級の人数】　15人～ 35人

３

小規模校を存続させる場合の教育の
充実
　小中一貫教育（小中一貫校及び義務
教育学校）の導入を検討します。

小中一貫教育の導入について検討するとともに、小規模校を存続させる
場合は、小規模校のメリットを生かし、デメリットを最小化する工夫を行
います。

４

通学条件を考慮した適正配置
　児童生徒の状況及び通学距離などの
児童生徒の負担を考慮した適正化・適
正配置を行います。

　通学時間は、小学校は 45分以内、中学校は１時間以内を目安とし、通
学距離が小学校はおおむね 2.6㎞以上、中学校はおおむね４㎞以上の場合
は、スクールバスの運行など通学手段の確保に努めます。

５

保護者、地域、市民の理解
　保護者や地域、市民への理解を得る
ことに努めるとともに、学校と地域と
のつながりへの配慮に努めます。

これまでの学校と地域との関わりに十分配慮し、学校規模の適正化・適
正配置の必要性や考え方について、各中学校区での説明会やパブリックコ
メントの実施、教育広報の活用など、様々な機会を用いて理解を図るよう
努めます。

釜石市立小・中学校の学校規模適正化・適正配置に関するアンケート結果
　今後の学校規模適正化・適正配置推進の参考とするため、未就学児の保護者および小・中学生の保護者を対象に、
アンケートを行いました。

　■ 実施期間　令和 6 年 2 月 1 日～ 12 日
　■ 実施方法　インターネットでの回答

　■ 回答数　　603 件
　■ 回収率　　28.7 パーセント

● あなたは、釜石市全体を考えたとき、市内小中
学校の統合などを進めることについて、どのよ
うに考えますか。

● 学校の統合などを進める場合、配慮してほしいこと
は何ですか。（複数回答　N=1870）

33%

45%

13%

4% 5%

賛成
どちらかといえば賛成
どちらかといえば反対
反対
わからない
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釜石はまゆりサクラマス等
地元食材を活用した
「まるごと釜石給食」

　

令
和
５
年
度
わ
が
家
の
自
慢
料

理
募
集
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
料
理
を
考
え
る

こ
と
で
、
食
べ
物
へ
の
関
心
を
深

め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
の
健

康
管
理
が
で
き
る
児
童
・
生
徒
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、「
な
す
」
を
使
っ

た
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
募
集

し
、
審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品
が

決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
及
び
料

理
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
料
理
名
は
原
文
の
ま
ま
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
小
学
校
の
部

【
最
優
秀
賞
】

◇
鵜
住
居
小
学
校
５
年

　
　
　

及　

川　
　
　

梓　

さ
ん

　
『
な
す
と
ぶ
た
肉
の

く
る
く
る
か
く
に
風
』

【
優
秀
賞
】

◇
釜
石
小
学
校
６
年

　
　
　

菊　

池　

あ
か
り　

さ
ん

　
『
ナ
ス
の
蒲
焼
』

◇
鵜
住
居
小
学
校
５
年

　
　

新　

屋　
　
　

碧　

さ
ん

　
『
な
す
ぎ
ら
い
も
食
べ
れ
る
！

ト
マ
ト
ス
ー
プ
』

【
優
秀
賞
】

◇
鵜
住
居
小
学
校
６
年

佐　

藤　

雅　

大　

さ
ん

　
『
パ
リ
ッ
ピ
リ
ッ
夏
バ
テ
予
防

　
　
　
　
　
　
　

ナ
ス
春
巻
き
』

◇
鵜
住
居
小
学
校
６
年

野　

沢　

壮　

真　

さ
ん

　
『
な
す
の
ミ
ー
ト
グ
ラ
タ
ン
』

◇
鵜
住
居
小
学
校
６
年

前　

川　

和　

民　

さ
ん

　
『
レ
ン
ジ
で
簡
単

　
　
　
　

な
す
の
つ
な
あ
え
』

　
中
学
校
の
部

【
最
優
秀
賞
】

◇
甲
子
中
学
校
３
年

小　

岩　

波　

月　

さ
ん

　
『
甘
酢
だ
れ
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ

　
　
　
　
　
　

　

な
す
バ
ー
グ
」

【
優
秀
賞
】

◇
釜
石
中
学
校
１
年

久　

保　

伶　

奈　

さ
ん

　
『
プ
ロ
テ
イ
ン
増
強
！

　
　
　
　
　
　

　

ピ
リ
辛
な
す
』

　

入
賞
し
た
作
品
の
レ
シ
ピ
を
１
月

の
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

※
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
〜
12
月

頃
に
か
け
て
、
釜
石
産
の
米
や
野
菜
、
り

ん
ご
等
の
農
作
物
を
、
学
校
給
食
に
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
へ
配
布
す
る
献
立

予
定
表
に
釜
石
産
の
食
材
を
使
用
す
る
日

を
明
記
し
た
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

で
生
産
者
の
紹
介
を
す
る
こ
と
で
、
地
産

地
消
の
取
り
組
み
を
家
庭
へ
も
積
極
的
に

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
の
給
食
時
間
に
は
、
そ

の
日
の
献
立
の
ね
ら
い
や
地
元
で
と
れ
た

農
作
物
の
紹
介
、
地
産
地
消
の
良
さ
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
校
内
放
送
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
地
域
の
食
材
を
活
用
す
る

こ
と
は
、
児
童
生
徒
が
、
地
域
の
食
文
化

や
産
業
、
流
通
、
消
費
等
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
児
童
生
徒
が
地
元
で
と
れ
た

食
材
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
産

地
消
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業

令
和
５
年
度
料
理
募
集

令
和
５
年
度
料
理
募
集

入
賞
作
品
決
定

入
賞
作
品
決
定

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
の
取
組

１.

【
休
日
の
合
同
練
習
会
の
実
施
】

　

休
日
の
活
動
を
合
同
で
行
う
こ
と

で
、
所
属
人
数
が
少
な
く
練
習
等
が

十
分
で
き
な
い
状
況
の
改
善
を
図
り

ま
す
。

☆
実
施
時
期　

令
和
６
年
秋
以
降

☆
実
施
候
補
種
目

　

野
球
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球

☆
実
施
校　

　

所
属
人
数
等
を
考
慮
し
、
協
議
の

　

上
で
対
象
校
を
決
定

＊
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
各
競

技
の
指
導
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

予
定
で
す
。

2.

【
地
域
移
行
の
先
行
実
施
】

　

支
障
が
な
け
れ
ば
、
休
日
の

み
な
ら
ず
平
日
の
活
動
も
、
地

域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
へ
の

移
行
を
実
施
し
ま
す
。

☆
実
施
時
期

　

令
和
６
年
４
月
以
降

　
　

（
準
備
が
整
い
次
第
）

☆
実
施
候
補
種
目

　

水
泳
・
柔
道
を
予
定

＊
各
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、
種

目
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で

す
。

3.

【
他
校
の
部
活
動
へ
の

参
加
に
つ
い
て
】

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
、
自
校
に
部
活
動
が
な

い
場
合
で
も
、
一
定
の
条
件
を

満
た
せ
ば
、
特
定
の
種
目
に
つ

い
て
、
他
校
の
部
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
実
施
種
目
、
条
件
等
は
、
学

校
教
育
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２

－

８
８
３
３
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

4.

【
文
化
・
芸
術
団
体
の

情
報
の
提
供
】

　

子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
選
択

を
広
げ
る
た
め
に
、
地
域
で
活

動
で
き
る
場
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

釜
石
市
の
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て

釜
石
市
の
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
て

　

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
や
、
地

域
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
、
令
和
5
年
度
に
「
釜
石
市
中
学
校
部

活
動
地
域
移
行
推
進
協
議
会
」及
び「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
親
し
む
機
会
の
確

保
を
ね
ら
い
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

方
々
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
う
え
で
、「
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
作
成
し
、
段
階

的
な
地
域
移
行
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
は
、
次
の
4
つ
の
取
り
組

み
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
検
討
を
重
ね
、
実
施
の
可
能

性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
詳
し
い
説
明
は
、
こ
ち
ら
の

動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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